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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

付
加
保
険
料
で
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す

国
民
年
金
基
金
で
年
金
額
を
増
や

す
方
法
も
あ
り
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
と
一
緒
に
月
額
４

０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
年
金
の
受
給
額（
年
額
）は
、「
２

０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
」
で

計
算
さ
れ
ま
す
。
２
年
以
上
受
給
す
る

と
、
納
付
し
た
付
加
保
険
料
以
上
の
付

加
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
出
を
し

た
月
分
か
ら
と
な
り
、
定
額
保
険
料（
平

成
２８
年
度
は
月
額
１
６
２
６
０
円
）を

納
付
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
や
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
該
当
者
は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
保
険
料
の
申
込
手
続
き
は
、役

場
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま

す
。
後
日
、
年
金
事
務
所
か
ら
納
付
書

を
お
送
り
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
だ
け

に
加
入
し
て
い
る
自
営
業
者
な
ど
の
方

に
、
よ
り
充
実
し
た
年
金
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
て

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　
国
民
年
金
基
金
に
加
入
で
き
る
方
は
、

２０
歳
以
上

６０
歳
未
満
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
て
い
る
第
１
号
被
保
険
者
の

方
で
す
。

　
ま
た
、
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い

る
方
や
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
該

当
者
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
基
金
へ
の
加
入
の
申
込
み

や
ご
質
問
は
、
国
民
年
金
基
金
へ
お
願

い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
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１０
月

１７
日
、
選
挙

管
理
委
員
会
で
は
、

政
治
や
経
済
の
仕
組

を
学
習
す
る
に
留
ま

ら
ず
、
社
会
の
中
で

自
立
し
、
社
会
問
題

な
ど
、
多
様
な
手
法
で
ど
の
よ
う
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
ち
課
題
解
決

し
て
い
く
か
な
ど
の
能
力
の
育
成
や
、

主
体
的
な
社
会
参
加
、
政
治
に
つ
い
て

も
よ
り
身
近
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
代
表
の
越
智
大
貴
さ
ん
を
講
師

に
招
き
、大
方
中
学
校
の
３
年
生
を
対
象

に
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
、
政
治
の

イ
メ
ー
ジ
や
黒
潮
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
、

気
に
な
る
と
こ
ろ
、
労
働
や
納
税
と
学

費
負
担
、
医
療
負
担
な
ど
を
例
に
挙
げ
、

自
分
の
政
治
的
バ
ラ
ン
ス
は
ど
こ
に
あ
る

か
、そ
の
中
で
、Ｍ
Ｙ
論
争
を
見
つ
け
て
生

徒
た
ち
は
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　
越
智
さ
ん
は
、「
世
の
中
を
見
た
り

感
じ
た
り
す
る
と
き
に
必
要
な
も
の
は
、

基
礎
的
な
知
識
と
実
践
的
な
感
覚
で
あ

り
、
学
校
生
活
を
送
る
な
か
で
沢
山
の

経
験
を
経
て
、
自
分
自
身
の
考
え
を
し

っ
か
り
持
っ
て
い
こ
う
」
と
最
後
に
締

め
く
く
り
ま
し
た
。
政
治
や
選
挙
は
か

け
離
れ
た
も
の
で
は
な
く
身
近
な
生
活

の
中
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た

授
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
１０
月
６
日
、選
挙
管
理
委
員
会
の
協

力
を
得
て
、実
際
の
選
挙
で
使
用
し
て
い

る
投
票
用
紙
、投
票
箱
、投
票
記
載
台
を

使
用
し
て
の
児
童
会
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　
立
候
補
者
の
演
説
の
後
、
受
付
で
自

分
の
氏
名
を
伝
え
投
票
用
紙
を
受
け
取

り
、
記
載
台
で
記
入
、
投
票
箱
に
入
れ

る
と
い
っ
た
実
際
の
選
挙
さ
な
が
ら
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら

も
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
模
擬
選
挙

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
慣
れ
た
様
子
で

楽
し
く
投
票
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
１２
月
７
日
に
は
、
大
方
中
学
校
で
生

徒
会
選
挙
を
模
擬
選
挙
で
行
い
ま
す
。

　
今
後
も
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
若

者
の
選
挙
離
れ
に
対
す
る
取
組
、
選
挙

を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
た
め
、
町
内
の

学
校
に
呼
び
か
け
て
、

模
擬
選
挙
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
。

上
川
口
小
学
校
で
模
擬
選
挙

主
権
者
教
育
出
前
授
業
in
大
方
中
学
校


